
★「労働協約等の一部改訂に関する件」、「常昼・三交替職場（乙勤務）における『年間所定労働時間の短縮』

に関する件」、「賃金改善の実施に関する件」について会社提案内容をもって妥結・調印      8 月 29 日開催 

2014年8月29日（金）、本社会議室において、「労働協約等の一部改訂に関する件」、「常昼・三交替職場（乙勤

務）における『年間所定労働時間の短縮』に関する件」、「賃金改善の実施に関する件」について労使協議会が行

われ、8月27日（水）に開催された第9回ユニオン委員会における決定にもとづき、会社提案内容をもって妥結する

旨を表明し、会社と妥結・調印の手続きを行いました。なお、妥結にあたり組合より次の見解と要請を表明しました。 

【労働協約等の一部改訂に関する件】 

これまでも述べたように、まずは懲戒に関わるような事案が発生しないような企業風土づくりや仕組みづくりが重

要との認識のもと、環境監視委員会での施策や研修・教育の実施などの取り組みに対して、継続的かつ着実な実

行を要請しておきたい。 

【常昼・三交替職場（乙勤務）における『年間所定労働時間の短縮』に関する件】 

今次提案については、2012 年春闘や以降の労使論議の経過、そして 2014 年 6 月 18 日に提出した組合からの

要請内容を踏まえたものであり、組合として「年間所定労働時間の短縮」を一歩前進させるものと評価している。 

休日の配置については、現状ゴールデンウィークと年末年始に長期休暇が設定されているが、播磨など現場に

おいては夏場における作業環境が最も厳しい時期に疲れを癒すことや、子供と一緒に過ごすことによる心身のリフ

レッシュが求められている。年間休日配置は、ご家族も含め、従業員の生活に与える影響も大きいことから、今後は

これらも踏まえ、労使で検討させていただきたい。 

【賃金改善の実施に関する件】 

今回の提案内容については、組合より主張した「実質賃金維持」と「人への投資」の両面から新たな財源投入をさ

れている内容であることから、まず 20 代の若年層からは率直な感謝の声があり、また中堅・ベテラン層からも広く評

価されている。一方で、60 歳以降の雇用については、今回提案内容の対象範囲から外れたことに対して、60 歳以

降の働き方や処遇などの課題に対する検討の必要性を前回労使協議会で確認できたことから、引き続き論議を進

めていきたいと考えている。 

今回、メンテナンス事業譲受に伴い大きな組織の見直しが行われることや、今後も中期経営計画および 2020 年

度ビジョン達成に向け、会社諸施策が行われていくと想定される中で、安心して働くことができる環境を整えることが

大切である。60 歳以降の雇用も踏まえ、従業員全員が当社で働くことに誇りを持ち、高いモチベーションで業務に取

り組むことができるよう、今後も労使間で課題感を共有しながら、従業員のさらなる幸せをめざしていきたい。 
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★プルトップ募金を JCV へ寄贈しました！ 

 8月18日(月)、三枝事務局長が東京のＪＣＶ(世界の子どもにワクチンを 日本委員会)事務局を訪れ、前年度１年間

に回収したプルトップ募金 21，471 円を寄贈しました。ポリオワクチンなら約 1,070 人の子供たちへ投与することがで

きます。広報部の佐藤マネージャーからは「皆さまには、

本活動に長きにわたり継続的に取り組んでいただきまし

て、本当に感謝しております。今後とも引き続き宜しくお願

い致します。」とのお礼の言葉がありました。 

 このプルトップ回収活動は、継続して行なっていきます

ので、引き続きご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲JCV 佐藤マネージャーへ目録を手渡す三枝事務局長    
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【プルトップ回収に協力していただいた各団体】 

神鋼鋼線工業労組、神鋼病院労組、 

コベルコクレーン労組、コベルコマテリアル銅管労組、 

コベルコ建機労組、神鋼労組本部･各支部、 

唐櫃少年野球部のみなさん、 

ユニオン会員のみなさん、 

従業員とそのご家族のみなさん 他 


